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ポール・ジャクレー 24歳
(秋 山太郎 氏提供 )

裏niに「人11:り し111月 l i‖ 世、1大 ll

'titi瑠
杵ネL 秋山ゑつ ∫様Jと ある

・
ジ
ャ
ク
レ
ー
と
内
浦

ポ
ー
ル

・
ジ
ャ
ク
レ
ー

（
一
人
九
六

～

一
九
六
〇
）
は
戦
前
か
ら
戦
後
に
か

け
Ｈ
本
で
活
躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
版
画

家
で
あ
る
。
パ

（次
べ
―
ジ
に
続
く
一

939年ポール・ジャクレー   「勇 ましい漁師」

(当 館所蔵 )

彼が愛 してやまなかった内浦2~l風 たと漁師をllllい たものであろう
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（前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
り
に
生
ま
れ
た
が
、

父
が
東
京
外
国
語
学
校
教
師
に
な

っ
た

関
係
で
明
治
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）

に
来
日
、
東
京
で
成
長
し
た
。
日
本
の

伝
統
文
化
に
心
酔
し
、
日
本
画
や
義
人

夫
を
習
い
玄
人
の
域
に
達
し
た
。
特
に

浮
世
絵
に
深

い
関
心
を
寄
せ
、
昭
和
八

年

（
一
九
二
三
）
に
は
東
京
に
版
画
研

究
所
を
開
設
、
彫
師

・
招
師
を
抱
え
て
、

自
分
は
絵
師
と
版
元
を
兼
ね
る
と
い
う

方
式
で
自
作
の
版
画
を
次
々
に
発
表
し

て
い
っ
た
。

彼
が
沼
津
市
内
浦
地
区
と
浅
か
ら
ぬ

関
係
が
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
父
が
内
浦
村
に
別
荘
を
求
め

よ
う
と
し
た
こ
と
が
契
機
で
、
幼
少
時

代
か
ら
同
地
を
訪
れ
て
い
た
ら
し
く
、

青
年
に
な

っ
て
か
ら
も
大
正
か
ら
昭
和

戦
前
期
に
は
た
び
た
び
滞
在
し
た
。
三

津
の
林
鐘
寺
に
長
く
逗
留
し
た
ほ
か
、

三
津
の
大
川
家
、
重
寺
の
秋
山
家
な
ど

に
親
し
く
出
入
り
し
た
。
秋
山
家
に
は
、

日
露
戦
争
に
出
征
中
の
当
主
に
あ
て
て

ポ
ー
ル
少
年
が
片
仮
名
で
た
ど
た
ど
し

く
書

い
た
慰
間
文
を
は
じ
め
、
村
人
に

義
太
夫
を
公
演
し
た
際
の
手
書
き
の
ポ

ス
タ
ー
な
ど
、
同
地
と
の
交
流
を
示
す

資
料
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。

江 原 米 作

(長倉稔氏提供 )

愛鷹利 長在職 中、日

`イ

和 151
(1940)の 紀元2600年 に際 して

新渡戸稲造書「江原家之墓」
(沼 津市駿河台)

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
村
長
　
江

原

米

作

江
原
素
六
は
戊
辰
戦
争

に
際
し
て
賊

軍
の
汚
名
を
清
た
こ
と
を
は
ば
か
り
、

そ
の
後
弟
に
家
を
譲

っ
た
。

そ
の
弟
は
江
原
義
次
（旧
名
鉦
次
郎
、

一
八
五
〇
～
九
九
）
と

い
い
幕
末
に
は

幕
府
の
横
浜
語
学
所
に
学
び
維
新
後
は

開
成
学
校
の
教
授
に
な

っ
た
人
物
で
あ

る
。
義
次
に
つ
い
て
は
本
通
信
第
１７
号

で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
後
、

彼
の
旧
名
が

「
鉦
次
郎
」
で
あ

っ
た
こ

と
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料
か
ら
確

認
さ
れ
た

（襖
の
下
張
の
中
に

「
一
弟

江
原
鉦
次
郎
義
次
」
と
記
さ
れ
た
素
六

直
筆
の
断
簡
が
あ

っ
た
）
。

彼
に
は
子
が
な
か
っ
た
た
め
そ
の
死

後
、
養
子
が
あ
と
を
継
ぐ
こ
と
に
な

っ

た
。
義
次
の
没
年
は

『江
原
素
六
先
生

伝
』
■

九
二
三
年
）
で
は
明
治
二
十
五

年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
三
十
二
年

八
月
十
九
日
の
誤
り
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
翌
年
、
養
子
と
し
て
江

原
家
を
継
い
だ
の
が
米
作
２

八
六
九
・

一
。
四
～

一
九
四
五

。
一
。
二
九
）
で

あ
る
。
米
作
は
駿
東
郡
鷹
根
村
柳
沢
の

長
倉
家
の
生
ま
れ
。
同
家
は
源
頼
朝
の

弟
阿
野
全
成
の
四
天
工
の
子
孫
と
称
す

る
旧
家
で
あ
り
、
近
世
に
は
名
主
を
つ

と
め
た
。
米
作
の
父
藤
三
郎

（昭
和
三

年
没
、
九
十
二
歳
）
は
戸
長
も
つ
と
め

た
人
で
あ
る
。
兄
の
銀
太
郎

（明
治
四

十
年
没
、
四
十
三
歳
）
は
鷹
根
村
の
初

代
農
会
長
や
村
会
議
員
を
つ
と
め
た
り

根
方
銀
行

（現
ス
ル
ガ
銀
行
）
の
設
立

発
起
人
に
も
な

っ
た
有
力
者
。
甥
す
な

わ
ち
銀
太
郎
の
子
敏
夫

（昭
和
十
四
年

没
、
五
十

一
歳
）
、
同
じ
く
甥
、
正
確
に

は
姪
の
夫
詮
郎
の
二
人
は
い
ず
れ
も
愛

鷹
村
長
を

つ
と
め
た
。

米
作
は
駿
東
郡

・
富
士
郡
な
ど
で
小

学
校
の
訓
導
を
長
く
つ
と
め
た
。
地
元

鷹
根
尋
常
高
等
小
学
校
に
は
明
治
二
十

一
年

（
一
八
九
八
）
か
ら
四
十
五
年

（
一

九

一
二
）
、
大
正
八
年

（
一
九

一
九
）
か

ら
十
四
年

（
一
九
二
五
）
の
二
回
に
わ

た
り
勤
務
し
て
い
る

名
翔
雲
Ｌ
。
妻
の

ひ
ろ
も
同
校
で
代
用
教
員
を

つ
と
め
て

い
る

「
鷹
根
村
誌
し
。
明
治
四
十
三
年

（
一
九

一
〇
）
に
鷹
根
村
青
年
会
が
創

立
さ
れ
た
際
は
そ
の
幹
事
に
な

っ
て
い

フリ
。米

作
は
明
治
二
十
二
年
■

八
八
九
）

に
留
学
の
た
め
渡
米
し
た
際
、
奇
病
に
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か
か

っ
て
し
ま

っ
た
の
が
契
機
と
な

り
、
河
辺
貞
古
牧
師
の
勧
め
に
よ

っ
て

キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
て
い
た

（以
下

教
会
関
係
の
記
述
は

『沼
津
教
会
百
年

史
』
呉
【
貫
教
会
五
十
年
の
歩
み
』
に
よ

る
）
。
帰
国
後
教
員
に
な

っ
て
か
ら
も
沼

津
メ
ツ
ジ
ス
ト
教
会

（現
日
本
基
督
教

団
沼
津
教
会
）
に
所
属
し
、
青
年
共
励

会
と
い
う
組
織
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し

て
教
勢
拡
大
を
図

っ
た
り
、
大
正
二
年

（
一
九

一
三
）
の
大
火
に
よ

っ
て
焼
失

し
た
教
会
の
再
建
に
尽
力
し
た
り
、
教

会
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
。
「
大
正
六

年
頃
病
妻
を
馬
力
車
に
乗
せ
自
分
は
馬

の
く

つ
わ
を
引
い
て

一
里
半
の
道
を
礼

拝
に
通

っ
て
来
た
の
は
実
に
感
動
的
な

情
景
で
あ

っ
た
」
と
い
う
。
妻
ひ
ろ
を

大
正
十
二
年
に
失

っ
た
後
は
、
大
友
良

牧
師

の
伯
母

み
ど
り
を
後
添

に
迎
え

た
。そ

の
後
、
米
作
は
事
情
に
よ
リ
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
か
ら
離
れ
た
が
、
昭
和
三

年

（
一
九
二
八
）
に
で
き
た
日
本
基
督

沼
津
伝
道
教
会

（現
日
本
基
督
教
団
香

貫
教
会
）
の
愛
鷹
村
伝
道
に
同
村
東
原

の
自
宅
を
提
供
す
る
な
ど
の
協
力
を

し
、
昭
和
六
年

（
一
九
二

一
）
に
は
妻

と
と
も
に
同
教
会
に
転
入
し
た
。

（

愛
鷹
村
長
長
倉
敏
夫
は
叔
父
の
米
作

の
影
響
で
人
信
し
て
い
た
が
、
昭
和
十

四
年

（
一
九
二
九
）
在
職
中
に
死
去
し

た
。
甥
の
急
死
に
よ
り
米
作
が
七
十
歳

の
高
齢
で
第
十
四
代
愛
鷹
村
長
に
就
任

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
長
倉
村
長
は
当

時
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
満
州

農
業
移
民
政
策
に
取
り
組
み
、
自
ら
満

州
を
視
察
す
る
な
ど
熱
心
に
分
村
移
民

計
画
を
推
進
し
て
い
た
が
、
そ
の
死
に

よ
り
米
作
が
計
画
を
継
承
す
る
立
場
と

な
っ
た
。
し
か
し
移
住
希
望
者
が
な
か

な
か
集
ま
ら
ず
こ
の
計
画
は
思
う
よ
う

に
進
ま
な
か
っ
た

（中
村
政
則

・
陳
野

守
正

「愛
鷹
村
満
州
農
業
移
民
」
『沼
津

市
史
研
究
４
５
。

昭
和
十
六
年

（
一
九
四

一
）
十

一
月

に
は
村
長
を
辞
任
し
、
二
十
年

（
一
九

四
五
）

一
月
に
亡
く
な
っ
た
。
墓
は
沼

津
市
駿
河
台
の
キ
リ
ス
ト
教
基
地
内
に

あ
り
、
新
渡
戸
稲
造
の
筆
に
な
る

「江

原
家
之
墓
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
墓
石

が
立
つ
。

現
在
、
江
原
素
六
関
係
文
書
の
中
に

は
伯
父
素
六
に
あ
て
た
米
作
の
書
簡
数

通
が
残
る
が
、
講
演
や
揮
老
の
依
頼
、

同
僚
教
師
の
転
勤
先
の
依
頼
な
ど
に
関

す
る
内
容
で
あ
る
。

明
治
二
年
に
作
製
さ
れ
た
沼
津
駐
在

の
静
岡
藩
役
職
者
の
名
簿
と
も
い
う
べ

き
も
の
が

「沼
津
御
役
人
附
」
で
あ
る
。

沼
津
兵
学
校
の
教
授

・
職
員

・
生
徒
の

名
前
を
知
る
た
め
の
基
本
的
な
原
史
料

で
も
あ
る
。
静
岡
藩
全
体
の
職
員
名
簿

「静
岡
御
役
人
附
」
に
対
し
、
「沼
津
御

役
人
附
」
の
存
在
は
、
兵
学
校
と
軍
事

掛
が
置
か
れ
た
沼
津
の
藩
内
に
お
け
る

特
異
性
を
示
し
て
い
る
。

木
版
で
印
刷
さ
れ
た
横
長
の
小
冊
子

で
あ
り
、
全
二
十
四
丁
か
ら
な
る
。
こ

の
史
料
に
つ
い
て
は
か
つ
て
沼
津
市
立

駿
河
図
書
館
が
写
真
版
と
翻
刻
を
付
し

て
復
刻
し
た
こ
と
が
あ
る
が

（
一
九
八

〇
年
、
図
書
館
郷
土
資
料
叢
書
Ｈ
）
、
復

刻
に
あ
た
っ
て
の
原
本
と
さ
れ
た
の
は

大
野
虎
雄
氏
旧
蔵
本
、
私
立
富
士
文
庫

所
蔵
本
の
二
種
類
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
そ
れ
以
外
に
さ
ら
に

二
種
類
の
異
版
が
発
見
さ
れ
た
。
間
宮

恒
夫
家
所
蔵
本
と
清
水
春
江
家
旧
蔵
本

の
二
種
類
で
あ
る
。
二
軒
と
も
沼
津
宿

の
本
陣
を
つ
と
め
て
い
た
た
め
入
手
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

１
、
清
水
家
旧
蔵
本

こ
れ
が
四
種
の
中
で
最
も
古
い
オ
リ

ジ
ナ
ル
と
思
わ
れ
る
。
「沼
津
附
役
々
」

と
表
に
、
「御
役
名
筆
順
前
後
之
儀
者
御

用
捨
可
被
下
候
　
士雷
貝
堅
ク
不
許
弐
百

冊
限
り
絶
板
」
と
一長
に
本
版
で
印
刷
さ

れ
た
包
紙
も
付
い
て
い
る
。
こ
れ
を
初

版
で
あ
る
と
す
る
理
由
は
、
他
の
版
で

は
削
除
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
人
名
が
入

っ
て
い
る
点

（三
丁
目
の
江
川
隼
大
、

二
十
丁
日
の
安
藤
勝
太
郎
）
、
他
の
版
で

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

〈①
〉

『
沼
津

御
役

人

附
』
の
異
版

清水家旧蔵本「沼津御役人附」
(市史編さん係所蔵 )
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来館した赤坂沼津学園同窓会の

皆さん

寄贈された戦争関係の史料
▲出征祝いの日の丸寄せ書

く女学生が描いた「大陸の花嫁」募集ポスター

は
訂
正
さ
れ
た
誤
字
や
改
名
前
の
名
前

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
点

（坂
本
復
三

・

高
原
貴
多

・
小
西
敬
三

・
平
野
雄
次
郎

・

平
岡
鎮
太
郎

・
榊
全

一
・
江
間
情

一
・

島
田
捨

一
。
小
野
沢
敬
三

・
長
谷
部
彦

逸
は
そ
れ
ぞ
れ
復
之

ｉ
暑
満
多

・
敬
之

・

雄
二
郎

・
＋
作

・
令

一
・
精

一
・
揆

一
・

敬
之

・
彦
造
と
他
版
で
は
訂
正
さ
れ
て

い
る
）
等
で
あ
る
。

２
、
大
野
家
旧
蔵
本

こ
れ
が
二
番
目
の
版
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
明
治
三
年
二
月
に
大
阪
陸
軍

所
に
出
仕
し
沼
津
を
去

っ
た
沼
津
勤
番

組

一
番
頼
頭
取
河
津
二
郎
太
郎

（祐
賢
）

の
名
前
が
ま
だ
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
が

３
、
４
よ
り
も
前

の
段
階
の
も
の
で
あ

る
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

３
、
間
宮
家
所
蔵
本

、河
津
二
郎
太
郎
の
後
任
に
高
木
幹
枝

が
入
り
、
高
木
の
旧
役
で
あ
る
三
番
煩

世
話
役
が
空
欄
に
な

っ
て
い
る
．

４
、
富
士
文
庫
本

間
宮
家
所
蔵
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

あ
る
が
、
二
番
頼
世
話
役
に
青
木
五
十

五
郎
の
名
前
が
入

っ
て
い
る
。
な
お
、

２
と
４
と
の
あ

い
だ
に
は
さ
ら
に
幾

つ

か
の
異
動
が
あ
る
が
、
そ
の
点
は
駿
河

図
書
館
復
刻
版
を
参
照
の
こ
と
。

一
お

知

ら

せ

欄

◎
企
画
展

「
昭
和
の
戦
争
と
沼
津
」

の
終
了
に
つ
い
て

７
月
ｌ
Ｈ
か
ら
９
月
２９
日
ま
で
開
催

し
て
い
た
企
画
展

「
昭
和
の
戦
争
と
沼

津
」
は
好
評
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
戦
後
五
十
年
と
い
う
こ
と
で
観

覧
者
の
関
心
も
高
か

っ
た
よ
う
で
す
。

同
じ
テ
ー

マ
で
の
歴
史
講
座
や
戦
争

史
跡
め
ぐ
り
も
、
参
加
者
に
感
銘
を
与

え
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

◎
東
京
都
立
沼
津
戦
時
疎
開
学
園
の

同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
来
館
し
ま
し
た

企
画
展

「
昭
和
の
戦
争
と
沼
津
」
が

始
ま

っ
た
７
月
１
日
、
昭
和
十
九
年
か

ら
二
十
年
に
か
け
て
東
京
都
赤
坂
区

（現
港
区
）
の
５
国
民
学
校
か
ら
沼
津
市

我
人
道
に
疎
開
し
て
い
た
児
童
の
皆
さ

ん
約
五
十
名
が
来
館
、
企
画
展
の
中
で

展
示
さ
れ
た
当
時
の
学
国
の
よ
う
す
を

撮
影
し
た
写
真
を
観
覧
さ
れ
ま
し
た
。

他
の

一
般
的
な
学
童
集
団
疎
開
と
は

違

い
、
同
学
国
の
皆
さ
ん
に
は
悲
惨
な

思

い
出
は
な
く
楽
し
い
記
憶
ば
か
り
と

の
こ
と
で
、
懐
か
し
い
思

い
出
に
話
を

は
ず
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

◎
企
画
展
「
昭
和
の
戦
争
と
沼
津
」
に

際
し
多
数
史
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

企
画
展

「昭
和
の
戦
争
と
沼
津
」
に

は
多
く

の
資
料
が
提
供
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
そ
の
後
少
な
か

ら
ぬ
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
．

こ
れ
ら
の
資
料
は
大
切
に
保
存
し
、
常

設
展
示
の
中
で
紹
介
し
た
り
、
今
後
同

様
の
企
画
を
行
う
際
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
三
度
と
愚
か
な
戦
争
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
の
歴
史
的
な
証
拠
品
と

し
て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
市
史
編
さ
ん
係
の
当
館
内
移
転
に

つ
い
て

九
月

一
日
、
市
史
編
さ
ん
係
が
当
館

２
階
の
資
料
閲
覧
室
内
に
事
務
所
を
移

転
し
ま
し
た
。
資
料
閲
覧
室
は
こ
れ
ま

で
通
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
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